
1 日目：9 月 12 日（金）  
 オープニングセレモニーでは、「TOKYO わっしょい」アンバサダーである落語家の林家たい平氏と、
小池百合子東京都知事による開幕宣言と共に、「一般社団法人江戸消防記念会」による木遣り
（きやり）、纒振り（まといぶり）と梯子乗り（はしごのり）といった演目で勇壮な姿を披露。開会を
盛り上げました。 

 

 
 
 
 
 
 

また、初日は“大江戸神輿まつり”を主宰する「日本神輿協会」、アメリカ、ヨーロッパなど世界
各地において公演を行い、江戸里神楽の発展と継承活動に邁進する「松本源之助社中」などが登場。
最後は櫓（やぐら）を囲んでの「一般社団法人東京都民踊連盟」による盆踊。林家たい平氏も
一緒に、都民・観光客も参加して盆踊を楽しみました。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
２日目：9 月 13 日（土）  

江戸東京の下町の風物詩、浅草神社“三社祭”から「浅草千和町会」「浅草町一町会」による祭り
神輿渡御を披露。「樋里獅子舞保存会」による檜原村指定無形民俗文化財の樋里獅子舞や、東京を
代表するよさこい鳴子踊りチームのひとつである「東京 YOSAKOI チーム 燦-SUN-」などが華やかな
装いで会場に彩を添えました。  
 
 
 
 
 

江戸の里神楽 
松本源之助社中 

祭り神輿渡御 
日本神輿協会 

和太鼓 
大江戸助六太鼓 
大江戸助六流 東京ろう者太鼓倶楽部 鼓友会 

盆踊 
一般社団法人東京都民踊連盟 
太鼓演奏：大江戸助六太鼓 

祭り神輿渡御 
三社祭「浅草千和町会」 

浅草神社のびんざさら 
浅草神社のびんざさら会 

木遣り・纏振り・梯子乗り 
一般社団法人江戸消防記念会 
 

折り紙体験での作品 

木遣り・纏振り・梯子乗り 
一般社団法人江戸消防記念会 
 

祭り神輿渡御 
三社祭「浅草町一町会」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 日目：9 月 14 日（日）  
 

日枝神社“山王祭”から「江戸橋会」、江戸総鎮守神田明神“神田祭”から「神社神輿」が登場。
江戸の天下祭として知られる２つの祭りの神輿が行幸通りで共演しました。特設ステージでは、
ユネスコ無形文化遺産｢風流踊｣のひとつ「下平井の鳳凰の舞」などが披露され、東京で受け継がれる
伝統と江戸文化の奥深さを伝えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よさこい鳴子踊り 
東京 YOSAKOI チーム 燦-SUN- 

樋里獅子舞 
樋里獅子舞保存会 

沖縄創作エイサー 
琉球舞団 昇龍祭太鼓 

⿁剣舞 
二子流東京⿁剣舞 

祭り神輿渡御 
山王祭「江戸橋会」 

祭り神輿渡御 
神田祭「江戸総鎮守神田明神」 

下平井の鳳凰の舞 
鳳凰の舞保存会 

阿波踊り 
高円寺阿波おどり連協会合同連 

水止舞 
水止舞保存協力会 

柿内沢鹿踊 
行山流山口派柿内沢鹿踊 
柿内沢鹿踊 東京支部 

石見神楽 
石見神楽東京社中 

盆踊 
一般社団法人東京都民踊連盟  
太鼓演奏：大江戸助六太鼓 

盆踊 
一般社団法人東京都民踊連盟  
太鼓演奏：大江戸助六太鼓 

パフォーマンス開始前の体験ブースエリア 

外国人の方にも好評だった駕籠（かご）乗り体験 



【イベント概要】 
・開 催：令和７年 9 月 12 日（金）～ 9 月 14 日（日） 
・時 間：15 時～19 時 30 分 
・会 場：行幸通り（東京都千代田区丸の内２丁目２） 
・主 催：東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 
・企画協力：公益社団法人全日本郷土芸能協会 
・特別協力：株式会社宮本卯之助商店 
・公式 HP：https://tokyo-wasshoi.jp/ 
 

 

【TOKYO FORWARD 2025 文化プログラムとは？】 

世界陸上・デフリンピックが東京で開催される 2025 年に、東京 2020 大会の

文化プログラムのレガシーを継承・発展させた新たな取組として、3 つの

アートプロジェクトを展開。東京の持つ芸術文化の魅力発信や共生社会の実現に

向けた歩みを進めるとともに、両大会を芸術文化を通じて盛り上げます。 

 

 

 

 

 

 

 


